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長谷川さんのお仕事を拝見！

人生最大の目標は
愛する妻を幸せにすること

そばの里深萱ふ～ど 店主

長谷川 政夫さん
経済学部1972年卒業。卒業後、証券会社や農業協同組
合、地元の商工会（商工会議所）に勤め、50歳で卒サラし
てそば栽培を開始。2001年にそばの里深萱ふ～どを開業。

現在の仕事と始めたきっかけを教えてください
　そばの自家栽培と石臼製粉をこなす、手打ちそば屋
「そばの里深萱ふ～ど」のオーナーシェフです。50歳の
ときに、サラリーマンを卒業してそばの道に進みました。
きっかけは、40歳のころに信州大学名誉教授 故・玉井
袈裟男先生とイエローハットの創業者である鍵山秀
三郎先生に出会ったこと。玉井先生には、それまで苦
手だった“そば”の美味しさを教わり食べ歩きをするきっ
かけを、鍵山先生には「人は皆、生まれながらにして、１
通の封筒を授かっている」と、「たった一度の人生」に
ついて考える機会をいただきました。

今、力を入れていることはありますか？
　「昔人生50年。今、健康人生75年。25年学び、25
年働き、残りの25年は人生を楽しむ」との考えのもと、
今の人生の目標は「そば打ちを通じて、一人でも多くの
そば好きを作りながら、愛する妻のチャーボーを幸せに
すること」とおいています。鍵山先生から学んだ「見えな
いところで、手を抜かず・誤魔化さず」という言葉を旨と
し、常に最善の努力を怠らず、日本中のどこよりも美味
しいそばを、妻のチャーボーと二人で作っていきたいと
思っています。

今後の目標を教えてください
　40歳のころまでは、家庭を顧みず仕事の虫のように
働いていたのですが、熟年離婚を考えているであろう妻
に気づき、人生最大の目標を愛する妻を幸せにするこ
とに決めました。また、素直に愛を表現できる日本に変
えていきたいと「寛ぎの味 そば打ち爺の夢だより」という
本を出版しました。続編も書こうと思っていたのですが、
後継者である息子を亡くしたため、今はもっとそば打ち
技法を極め、この技法を後世に伝えるための本を書き
たいと思っています。健康人生75年、残された期間で
やりたいことはいっぱいありますが、悔いのない有意義
な時間になるよう、がんばっていきたいと思っています。

1.5haに及ぶソバの自家栽培と、石臼での全量自家製粉をこ
なす。石臼も自ら目立てをして手打ち10割そばを提供。原材
料の持ち味を余すところなく引き出す

そばに情熱をそそぎ、奥さ
んとともに生きる長谷川
さんのエッセイ集

「寛ぎの味
そば打ち爺の夢だより」
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スーパー銭湯「ことぶきの湯」経営

加藤 裕さん
経済学部1980年卒業。家業を継ぐため合資会社コトブキ屋（段ボール製造販
売）に就職。2000年に不動産賃貸業に業種変更し、土地を「やまとの湯」とし
て貸し出すが、2011年に「ことぶきの湯」として継承する。

現在の仕事とやりがいを教えてください
　スーパー銭湯「ことぶきの湯」を経営しています。受付のカウンター
にいると、常連のお客様から声を掛けていただくことも多く、地域の皆
様に愛されていると感じます。お客様に「よい湯だった、ありがとう」と
言われるのが、何よりうれしいですね。名古屋学院の卒業生の皆さん
にもよく利用していただいています。

大切にしていることは何ですか？
　これまでサービス業で働いた経験がなかったため、経営を継承した
当初は大変、苦労しました。「お客様の立場になって考えること」。言
葉にすれば簡単ですが、どうすれば本当にお客様が満足してくださる
のか、失敗の連続で、トライ＆エラーで経験を積み重ね、少しずつ成長
してきました。これからもできるだけお客様の声に応え、長く愛される店
づくりを進めたいと思っています。

今後の目標を教えてください
　地域のコミュニティとして人が集まる「地域密着型のお風呂」を目
指しています。回数券のナンバーで当たる抽選会や、子ども用プール
を使った遊び場づくりなど、ファミリーをターゲットにしたイベントなども
増やして、家族連れのお客様にもっとご利用いただけるようなにぎやか
なお風呂にしていきたいですね。

加藤さんのお仕事を拝見！

社長兼支配人として、受付、掃除、雑役など何でもこなす
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「串揚げ 西陣」店主

浅井 輝夫さん
経済学部1984年卒業。７年半、一般企業に勤務し、1992
年に「串揚げ 西陣」を星が丘で開業。仕入れ、仕込み、営
業、後片付けまで一人でこなし、現在23年目。

現在の仕事とやりがいを教えてください
　星が丘で、カウンターだけの串揚げ店「串揚げ 西陣」の店主
をしています。開業して23年目。提供する料理をおいしく食べて
いただくことが一番のやりがいですが、料理やお酒を通して、さま
ざまなお客さまと出逢い、つながっていくことができるのも、たまら
なく楽しく感じています。

なぜ串揚げ店の店主になったのですか？　
　小学生のころ、日曜日に家族でごはんを食べにいくと必ず待たさ
れました。ですが、その待ち時間に厨房をのぞかせてもらう機会があ
り、その活気ある厨房がとても楽しそうに感じたのです。以降、私の
夢は「飲食店で働くこと」に。そしてその夢は、大学生になっても社
会人になっても変わらなかった。大学生の時に串揚げの美味しさを
知り、一番好きな料理になったことから、串揚げ店を開業しました。

今後の目標を教えてください
　お店に20年以上通ってくれる方もいます。そして、名古屋学院
大学在学中に所属していたラグビー部の先輩や後輩が、今でも
店に寄ってくれます。だからこそ、今の私の目標は、できるだけ長く
店を続けること。そのためには、常に向上心を持って、新しい料理
や新しいサービス、新しい美味しさを生み出していかなければなら
ないと思っています。お客さまに満足して帰っていただくこと。それ
をなによりも大切にしていきたいですね。

浅井さんの活動を拝見！

カウンターごしに、揚げたての
創作串揚げを提供している

名古屋学院大学のラグビー部の先輩後輩
が、今も店に訪れる

著書
紹介

そばの里深萱ふ～ど ： 
岐阜県加茂郡坂祝町深萱482
0574-23-0291（FAX兼用）

スーパー銭湯　ことぶきの湯 ： 
尾張旭市三郷町栄83番地（三郷駅東隣り）
 0561-52-1026

串揚げ　西陣 ： 
名古屋市千種区星ヶ丘2丁目39番地
052-782-6074
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